






































































第1回 1979年 6999名 第6回 1991年 7695名
第2回 1981年 8301名 第7回 1994年 7823名
第3回 1983年 8324名 第8回 1997年 7891名
第4回 1985年 7092名 第9回 2000年 7797名
表2:データ本体の一部
0001 101 1 2 1 101 4 2 101 101
0002 101 1 2 4 228 5 1 228 228
0003 101 1 3 1 101 3 3 101 101






















































2 address 住所 tableA 基本情報 1
3 Sex 性別 Sex 基本情報 1
4 age 年齢 age 基本情報 1
5 job 職業 job 基本情報 1
6 job_place 勤務 .通学地 tableAB 基本情報 1
7 job_trams 利用交通機関 trams 基本情報 1
8 job_time 通勤時間 duration 基本情報 1
9 hos_mild 軽症時の病院 tableAB 医療圏 2
(a)秘匿処理実行前
Al 103 128 4 112 347

































Al × 128 × 112 347





























































































































自軍琴≡=~_:_-≡-~=≡- 4 49 188 316 359 308 2 1228
郎 坤 ≡~=-.≡-:≡_=::≡_0 0 10 27 73 167 0 277
その他 -≡_≡三二壬=≡~ 0 18 27 39 38 41 0 164
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Si - (jI(i,i)∈S), i-1,･･･,I
Sj - (iI(i,i)∈S), i-1,- ,J
であり,それぞれ各行,各列における秘匿セルのイ
ンデックスを表す.
以上のような手順で,各モデルに基づいた周辺和
の制約条件を満たす秘匿セルの推定値が得られるこ
とになるが,一般的には,仮定するモデルが異なる
と補完されるセルの値も異なる.これらの評価基準
としてはAICと,秘匿セルの推定値を周辺和の制約
条件に適合させる際に最小化したカイ2乗統計量Q
を考えることができる.ここで考えるAICは,秘匿
されていない観測セルに対するモデルの当てはまり
の良さを示すものであり,次式により計算される.
AZC--∑ yi,llogThi,･+2(パラメータ数)
(i,Jl)∈S
Qについては,モデルに基づく秘匿セルの推定値と
周辺和に関する制約条件との帝離を示す量と考える
ことができるので,これもモデル選択の一つの基準
となる.これらの評価基準が同一のモデルを選択し
た場合には,そのモデルにより得られた秘匿セルの
推定値を最良の補完値として採用する.しかしなが
ら,これらの基準が異なるモデルを選択した場合に
は,どちらの基準を優先させるかは一概には定める
ことはできない.
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